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事業３

原種苗センター事
業

落花生栽培実証
展示圃設置事業

事業１

事業２

県内落花生の生産振興に向け，晩播栽培，適期堀取り等
の実証展示ほを設置するとともに，食味格差などを比較す
ることにより，良食味栽培技術を確立し県産落花生の品質
向上に資する。

設　立
目　的

   主要農作物の原種生産及び主要農作物等の種子生産を行うほか，稲・麦・大豆・落花生及びそばの品
質の向上を図るとともに，主要農作物等の生産性を高めることにより農業経営の安定及び向上に寄与する
ことを目的とする。

事　　　業　　　名

86,868
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５０代以上
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管理職

３６整理番号

［法人の概要］

出資法人等経営評価書（公益法人会計用）

平成１８年７月１日現在

　

　

社団法人茨城県穀物改良協会

－

主要農作物種子法により，県は主要農作物（水陸稲・麦・
大豆）の原種を生産することが義務づけられており，それを
協会が受託生産している。これにより，優良原種を生産し
指定採種圃に必要な原種の安定供給に努める。
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平成１８年度事業費
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－

会　長　平間　敬章（非常勤）

水戸市上国井町３３４０番地

http://www.ib-kokumotu.jp/

－ 千円

－

出資額出　　　　　　　資　　　　　　　者　　　　　　　名

　

農林水産部  農産課

029-239-6300

ikkk-1@iris.ocn.ne.jp

資本金（基本財産）

代　　表　　者　　名

所　　   在   　　地

昭和59年5月25日

県  所　管　部　課

電　　話　　番　　号

Ｅ-mailアドレス　

設立年月日
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［事業の概要］
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［収支の状況］ 　

収入合計

支出合計

当期収支差額

正味財産増加額

正味財産減少額

資産

負債

正味財産

社団法人茨城県穀物改良協会

0

平成１６年度 平成１７年度平成１５年度
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0
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00
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0

94,668

394,050

394,050

264,420

248,422

15,998

財政的関与の割合（％）

41,450

0

区　　　　分

事業収入

事業外収入

事業支出

　

88,365

25%

110,472

収

支

の

状

況

事業外支出

うち管理費

うち人件費

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産

期末正味財産

流動資産

固定資産

　　計

流動負債

うち短期借入金

固定負債

うち長期借入金

貸付金

区　　　　分

財

産

の

状

況

（単位：千円）

補助金

委託金

22,107 21,783 19,667

88,05387,489

［財的関与の状況］

財
的
関
与
状
況

（単位：千円）

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度

11,0464,934

4,400

222,970

276,922

206,972

支　　出　　項　　目 目     　的　 ・ 　内　      容　・　効　　　　果

補助金
原種生産に伴う運営補助金（10,077千円）及び主要農作物の生産振興と消費宣
伝等に伴う事業補助金（9,590千円）

委託金
事業概況のとおり

貸付金
 

［平成１７年度の補助金等の目的・内容等］

　

損失補償・債務保証

107,720109,272

27%

　

27%
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計画性

組織の管理運営上における人的・
物的な経営資源が有効活用されて
いるか

各評価項目については，「出資法人等
経営評価指標及び評価基準等」を参照

効率性

   平成19年度からの新たな施策の導入に伴い，今後の農業政策が大きく変革する中に
あって海外輸入品との競争力のある農業経営の再構築が必要となっている。このような情
勢を踏まえ，主要農作物等の品質向上と消費拡大はもとより，当協会として，主要農作物
の生産に係る公益事業に継続性を持って,積極的に取り組み，優良種子の生産と，種子更
新率の向上を目指し，本県農業の発展と農業経営の安定に寄与して参ります。

健全性 効率性
   毎年，種子更新率
も向上し,収支比率も
更に改善しており，
健全性は保たれてい
ると思われる。

   事業計画の策定に
ついては，予算面を厳
格に算定し，優良種子
の生産確保に向け県
採種部会協議会の設
置等による種子部会
の育成強化，種子セ
ンターの設備等への
基盤整備を行い，そ
の執行面においても
進捗管理を行い効率
性を求めていく。

［法人の自己評価（経営概況，経営上の課題・対策等）］

組織，人事，財務等の内部管理体
制が適切に整備・運用され，かつ
情報公開による透明性の確保が適
切か

計画性

目的適合性

法人の財務体質が健全であるか，
また，各事業の採算性がとれてい
るか

健全性

経営目的，経営方針が各種計画に
反映され，計画・実行・見直しが行
われているか

法人が行っている事業と当初の設
立目的が適合しているか

《評価の視点》

今後の事業展開の方向

目的適合性 組織運営の適正性
   新たな米政策改革
大綱を踏まえ安全・安
心な売れる米づくりを
目指し需要者の要望
に応えられる優良種
子の生産計画数量の
確保を図る。17年度も
計画どおりの実績を
挙げている。

   主たる事業として，
米・麦・大豆の原種や
種子生産事業を展開
しており，採種生産面
積に見合った原種生
産を行い，生産量は目
標を達成している。

   職員数及び構成に
ついては，適正な水
準と思われる。業務
チェック機能も，整備
すべき業務規程等に
ついても積極的に整
備を行い適正な組織
運営に努めている。

組織運営の
適正性

78.1%

 

85.0%

53.8%効率性

合計

34 40

26

96

14

75

公益法人会計用
社団法人茨城県穀物改良協会

警　戒　指　標

満点

8

14

8

得点率

87.5%

100.0%

75.0%

評点

7

14

64

評価項目数

4

5

［評点集計］

健全性 11

組織運営の適正性

評価の視点

計画性

目的適合性

7

31

-200%

-150%

-100%

-50%

0%

50%

100%
計画性

目的適合性

組織運営の適正性健全性

効率性

経営評価レーダーチャート
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［法人を担当する課の意見］

平成２０年度

・農業関係３団体の組織・事業の見直し
　検討委員会を設置し，３団体の組織
　の統合又は管理部門の一元化，県
　の関与の在り方について検討

・組織統合又は管理部門の一元
　化等の実施調整

・組織統合又は管理部門の一
　元化等の実施予定

   茨城農業改革大綱
に対応できるよう，毎
年事業毎に年次計画
を策定し，効率的に優
良種子の生産と安定
供給できるよう指導す
る。

計画性 効率性健全性組織運営の適正性目的適合性
   水陸稲，麦，大豆の
原種生産量は目標数
量を達成しており，安
定供給していることは
適正である。

   収支比率のバラン
スはとれており，毎年
連続して黒字を保
ち，健全性は保たれ
ている。

   管理運営費につい
て分析を行った結果，
管理費の削減となり，
効率性は良くなってい
る。さらに執行にあ
たって厳格に算定し，
効率性を求めるよう指
導する。

   平成１７年度より情
報公開規程を制定
し，財務内容・事業活
動内容の開示に努め
たことは適正である。
今後も業務規程を見
直し，構築を図るよう
指導する。

   経営評価の結果をうけて，経営基本方針及び情報公開規程を策定したことや，公益法
人会計基準に則った経理処理や財務諸表の作成できる会計システムを導入するなどの改
善に取組み適正である。今後も健全経営と安定生産に努めるとともに，種子更新率を向上
させるため，関係団体と連携した広報・ＰＲ活動や巡回指導実施，採種ほ場の確保につい
て指導していく。

法人担当課の意見

－ －

第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
等
の
推
進
工
程

推進事項

計
　
　
　
画

取
　
組
　
状
　
況

平成１８年度

－

平成１９年度

再編統合等の推進，組織・事業の抜本的見直し
   （財）茨城県農林振興公社，   （社）茨城県穀物改良協会，（社）園芸いばらき振興協会
の３団体の組織の統合又は管理部門の一元化について，その効果・問題点，さらには今
後の県の関与の在り方について検討していく。
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［総合評価］

から県民のみなさまへ＞

組織運営の適正性 健全性 効率性

総合的所見等

概ね良好 改善の余地がある 緊急の改善措置が必要

   県の種子更新計画などを受け，今後とも，効率的な運営の下，優良種子の安定生産等
に努めるとともに，関係団体と連携した広報・ＰＲ活動や巡回指導などを通して，種子更新
率の向上に積極的に取り組まれたい。
   また，当法人を含めた（財）茨城県農林振興公社，（社）園芸いばらき振興協会との組織
の統合又は管理部門の一元化について検討する必要がある。

取組みを強化すべき視点 計画性 目的適合性

   昨今，消費者からは食の安全・安心な農産物を安定的に提供することが求められております。この要望に応え
る為に，当協会は，県の種子更新計画に基づき，主要農作物の原種の受託生産を行うとともに県内の優良な生
産農家に採種生産を委託し，生産された優良種子を県内の一般生産農家に供給しております。この優良種子か
ら生産された本県産の農産物が県内外から高い評価をいただけるように，当協会としましても，市町村協会・関係
団体と連携し生産振興及び種子更新率の向上はもとより，消費者の皆様に安心して「買ってもらえる」農産物の供
給と優良種子の安定生産に努めて参ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　平成１９年２月　　　会　長　　平 間　敬 章

総合的所見等
に係る対応

   種子の更新率を向上させるため，今後とも県の高品質米生産運動に取り組むとともに，
栽培農家，市町村穀物改良協会への意識啓発はもちろん，引き続き関係団体と連携した
広報・ＰＲ活動，巡回指導に努めるよう指導していく。
   また，（財）茨城県農林振興公社，（社）園芸いばらき振興協会との組織の統合又は管理
部門の一元化について関係機関が連携して検討するなど，組織・事業の見直しを図ってい
く。

＜ 社団法人茨城県穀物改良協会
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